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管理規程 
○ 埼玉県企業局組織規程の一部を改正する規程（公営企業・総務課） 

告示 
○ 特定非営利活動法人の設立に係る公告（南西部地域振興センター） 

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく要措置区域の指定（水環境課） 

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定（水環境課） 

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく要措置区域の指定（水環境課） 

○ 事業者処分に係る告示（短期入所生活介護）（高齢者福祉課） 

○ 事業者処分に係る告示（介護老人福祉施設）（高齢者福祉課） 

○ 平成 28年度埼玉県ふぐ調理師試験（食品安全課） 

○ 山田土地改良区の役員退任届（東松山農林振興センター） 

○ 元荒川土地改良区の役員就退任届（春日部農林振興センター） 

○ 農用地利用配分計画の縦覧（農業ビジネス支援課） 

○ 保安林の指定予定（森づくり課） 

○ 保安林の指定予定（森づくり課） 

○ 保安林の指定予定（森づくり課） 

○ 県営土地改良事業埼玉北部地区（基幹水利施設管理事業）計画変更及び変更に係る計画

書の写しの縦覧（農村整備課） 

○ 測量法に基づく基本測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 雨水流出抑制施設の告示（河川砂防課） 

○ 開発行為に関する工事の完了公告（川越建築安全センター） 

○ 建築基準法第 42条第１項第５号に基づく道路の位置の指定（熊谷建築安全センター） 

正誤 
○ 埼玉県規則第 23号中訂正（改革推進課） 

○ 埼玉県病院事業告示第 10号中訂正（経営管理課） 



 

平成 28年(2016年)5月 2日 

 

○ 埼玉県教育委員会教育長訓令第１号中訂正（教委・総務課） 

 

 



管

理

規

程 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
二
号 

 
埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

奥 

野 
 

 

立 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

一 

局
の
事
務
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
二
条
第
二
項
中
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
を
削
り
、
同
項
第
十
八
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第

一
号
、
第
五
号
」
に
、
「
第
十
七
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、

同
項
第
十
九
号
を
同
項
第
十
七
号
と
す
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
規
定
は
、
平

成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
八
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方

法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（h

t
t
p
:
/
 

/
w
w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
さ
か
市
民
大
学 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

坂
本 

和
哉 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
朝
霞
市
岡
一
丁
目
十
三
番
七
十
五
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

こ
の
法
人
は
、
朝
霞
市
及
び
そ
の
周
辺
の
多
く
の
市
民
に
生
涯
学
習
の
場
を
提
供
し
、
豊
か

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
、
人
生
を
健
康
で
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
九
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る

た
め
当
該
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
（
以
下
「
要
措
置
区
域
」
と
い

う
。
）
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

要
措
置
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
八
潮
市
大
字
伊
草
字
上
根
五
百
六
十
一
番
三
の
一
部
，
五
百
六
十

二
番
一
の
一
部
，
五
百
六
十
二
番
四
の
一
部
，
五
百
六
十
三
番
一
の
一
部
，
五
百
六
十
四
番
一
の

一
部
，
五
百
六
十
五
番
一
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

シ
ス
―
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン 

三 

講
ず
べ
き
指
示
措
置 

 
 

原
位
置
封
じ
込
め
又
は
遮
水
工
封
じ
込
め 



 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
八
潮
市
大
字
伊
草
字
上
根
五
百
六
十
一
番
一
の
一
部
、
五
百
六
十

一
番
三
の
一
部
、
五
百
六
十
二
番
一
の
一
部
、
五
百
六
十
二
番
三
、
五
百
六
十
二
番
四
の
一
部
、

五
百
六
十
五
番
一
の
一
部
、
五
百
六
十
五
番
三
、
五
百
六
十
六
番
二
、
五
百
六
十
六
番
三
、
五
百

六
十
七
番
二
、
五
百
六
十
九
番
二
、
大
字
新
町
百
九
十
六
番
の
一
部
、
大
字
小
作
田
字
北
開
耕
地

九
百
十
七
番
一
の
一
部
、
九
百
十
八
番
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の 

 

化
合
物
、
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物 

三 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物 

 

質
の
種
類 

 
 

鉛
及
び
そ
の
化
合
物 

 
 



 

別図 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
一
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る

た
め
当
該
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
（
以
下
「
要
措
置
区
域
」
と
い

う
。
）
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

要
措
置
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
蓮
田
市
東
四
丁
目
四
千
二
百
六
十
六
番
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン 

三 

講
ず
べ
き
指
示
措
置 

 
 

原
位
置
封
じ
込
め
又
は
遮
水
工
封
じ
込
め 



  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
二
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の

一
部
の
効
力
を
停
止
し
た
の
で
、
同
法
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

事
業
者
の
名
称 

 
 

社
会
福
祉
法
人
妻
沼
会 

二 

事
業
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
根
二
百
六
十
八
番
地 

三 

事
業
所
の
名
称 

 
 

愛
心
園 

四 

事
業
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
根
二
百
六
十
八
番
地 

五 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

 
 

一
一
七
四
五
〇
〇
一
二
二 

六 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 
 

短
期
入
所
生
活
介
護 

七 

効
力
の
停
止
の
内
容 

 
 

新
規
入
所
者
の
受
入
れ
の
停
止 

 
 

介
護
報
酬
の
請
求
制
限 

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト 

八 

効
力
の
停
止
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
三
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の

一
部
の
効
力
を
停
止
し
た
の
で
、
同
法
第
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

開
設
者
の
名
称 

 
 

社
会
福
祉
法
人
妻
沼
会 

二 

開
設
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
根
二
百
六
十
八
番
地 

三 

施
設
の
名
称 

 
 

愛
心
園 

四 

施
設
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
根
二
百
六
十
八
番
地 

五 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

 
 

一
一
七
四
五
〇
〇
三
六
一 

六 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

七 

効
力
の
停
止
の
内
容 

 
 

新
規
入
所
者
の
受
入
れ
の
停
止 

 
 

介
護
報
酬
の
請
求
制
限 

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト 

八 

効
力
の
停
止
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
四
号 

 
埼
玉
県
ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
八
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
ふ
ぐ
調
理
師
試
験
を
次
の
と
お
り
行
う
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

試
験
方
法
並
び
に
試
験
期
日
及
び
試
験
会
場 

 

イ 

学
科
試
験 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
三
日
（
火
） 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
三
丁
目
五
番
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
三
階
中
会
議
室 

 

ロ 

実
技
試
験 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日
（
木
） 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
二
丁
目
五
番
地 

 
 

 

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学 

二 

試
験
科
目 

 
 

埼
玉
県
ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
八
十
三 

 

号
）
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
試
験
科
目 

三 

受
験
資
格 

 
 

条
例
第
五
条
に
規
定
す
る
者 

四 

受
験
手
続 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
度
埼
玉
県
ふ
ぐ
調
理
師
試
験
実
施
要
領
に
規
定
す
る
受
験
願
書
等 

 

ロ 

試
験
手
数
料 

 
 

 

一
万
八
千
二
百
円
を
受
験
願
書
等
の
提
出
時
に
納
付
す
る
こ
と
。 

 

八 

出
願
期
日
及
び
提
出
場
所 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
七
月
七
日
（
木
）
及
び
同
月
八
日
（
金
） 

 
 

 

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
衛
生
会
館
五
二
一
会
議
室 

 

二 

受
験
願
書
等
の
提
出
方
法 

 
 

 

提
出
場
所
へ
直
接
持
参
す
る
こ
と
。
郵
送
に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。 

五 

平
成
二
十
八
年
度
埼
玉
県
ふ
ぐ
調
理
師
試
験
実
施
要
領
及
び
受
験
願
書
の
交
付
場
所 

 
 

埼
玉
県
保
健
医
療
部
食
品
安
全
課
及
び
埼
玉
県
各
保
健
所 



 
 

さ
い
た
ま
市
保
健
福
祉
局
保
健
部
食
品
・
医
薬
品
安
全
課
及
び
さ
い
た
ま
市
保
健
所
（
大
宮 

 

市
場
内
の
食
品
衛
生
課
市
場
監
視
係
を
含
む
。
） 

 
 

川
越
市
保
健
所 

 
 

越
谷
市
保
健
所 

六 

合
格
発
表 

 
 

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
三
日
（
金
）
午
前
九
時
に
埼
玉
県
庁
本
庁
舎
一
階
南
側
エ
レ
ベ
ー 

 

タ
ー
前
掲
示
板
及
び
埼
玉
県
保
健
医
療
部
食
品
安
全
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の
受
験
番
号 

 

を
掲
示
す
る
ほ
か
、
受
験
者
全
員
に
郵
送
で
合
否
を
通
知
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
五
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

山
田
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届

出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 

理
事 

 

村 

田 

光 

好 
 

埼
玉
県
東
松
山
市
大
字
野
田
百
五
十
八
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
六
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

元
荒
川
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び

住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

 

竹 

内 

昭 

一 
 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字
黒
浜
六
百
番
地 

 

同 
 

 

金 

子 

信 

作 
 

同 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
平
林
寺
八
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

 

森 

田 

政 

幸 
 

同 
 

同 
 

 
 

同 
 

同 

大
戸
千
五
百
八
十
一
番
地 

 

同 
 

 

大 

熊 

正
次
郎 

 

同 
 

同 
 

 
 

同 
 

尾
ヶ
崎
千
二
百
五
番
地 

 

同 
 

 

清 

水 

清 

一 
 

同 
 

同 
 

 
 

同 
 

高
曽
根
千
五
百
三
十
番
地 

 

同 
 

 

山 

内 

茂 

樹 
 

同 
 

春
日
部
市
大
枝
五
百
六
十
九
番
地 

 

同 
 

 

新 

坂 
 

 

進 
 

同 
 

越
谷
市
大
字
恩
間
新
田
三
百
七
十
九
番
地 

 

同 
 

 

岡 

本 

紀 

彦 
 

同 
 

同 
 

同 

西
新
井
千
四
十
一
番
地 

 

同 
 

 

金 

子 
 

 

勇 
 

同 
 

同 
 

宮
本
町
二
丁
目
百
八
十
二
番
地 

 

同 
 

 

島 

村 
 

 

孝 
 

同 
 

同 
 

新
川
町
二
丁
目
四
百
二
十
七
番
地 

 

監
事 

 

山 

口 

惠 

司 
 

同 
 

蓮
田
市
大
字
貝
塚
二
十
二
番
地
一 

 

同 
 

 

飯 

島 
 

 

滂 
 

同 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
飯
塚
八
百
十
二
番
地 

 

同 
 

 

田 

嶋 

芳 

雄 
 

同 
 

春
日
部
市
谷
原
新
田
千
八
百
五
十
七
番
地
六 

 

同 
 

 

高 

野 

賢 

一 
 

同 
 

越
谷
市
大
字
野
島
三
百
一
番
地 

二 

退
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

 

竹 

内 

昭 

一 
 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字
黒
浜
六
百
番
地 

 

同 
 

 

石 

井 

一 

雄 
 

同 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
掛
二
百
四
十
九
番
地 

 

同 
 

 

森 

田 

政 

幸 
 

同 
 

同 
 

 
 

同 
 

同 

大
戸
千
五
百
八
十
一
番
地 

 

同 
 

 

清 

水 

清 

一 
 

同 
 

同 
 

 
 

同 
 

高
曽
根
千
五
百
三
十
番
地 

 

同 
 

 

中 

村 

孝 

一 
 

同 
 

同 
 

 
 

同 
 

釣
上
千
九
百
六
十
三
番
地 

 

同 
 

 

山 

内 

茂 

樹 
 

同 
 

春
日
部
市
大
枝
五
百
六
十
九
番
地 

 

同 
 

 

新 

坂 
 

 

進 
 

同 
 

越
谷
市
大
字
恩
間
新
田
三
百
七
十
九
番
地 

 

同 
 

 

岡 

本 

紀 

彦 
 

同 
 

同 
 

西
新
井
千
四
十
一
番
地 

 

同 
 

 

金 

子 
 

 

勇 
 

同 
 

同 
 

宮
本
町
二
丁
目
百
八
十
二
番
地 



 

同 
 

 

野 

口 

久 

作 
 

同 
 

同 
 

七
左
町
七
丁
目
二
百
九
十
七
番
地
一 

 

監
事 

 

山 

口 

信 

一 
 

同 
 

蓮
田
市
大
字
貝
塚
八
百
四
十
番
地 

 
同 

 
 

飯 

山 
 

 

滂 
 

同 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
飯
塚
八
百
十
二
番
地 

 

同 
 

 

田 

嶋 

芳 

雄 
 

同 
 

春
日
部
市
谷
原
新
田
千
八
百
五
十
七
番
地
六 

 

同 
 

 
高 

野 

賢 

一 
 

同 
 

越
谷
市
大
字
野
島
三
百
一
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
七
号 

 
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ

た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日

ま
で
に
埼
玉
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要 

         

松
本 

和
市 

松
村 

捷
夫 

農
事
組
合
法
人
小

原
営
農 

塚
田 

修 

株
式
会
社
太
陽
フ

ァ
ー
ム
奈
良 

泉 

二
良 

熱
田 

幸
作 

氏
名
又
は
名
称 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者 

埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
千
五
百
十
一
番
地 

埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
千
四
百
七
十
三
番

地
一 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
江

川
二
千
八
十
七
番
地

七 埼
玉
県
熊
谷
市
西
野

三
百
五
十
四
番
地
二 

埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
五
百
五
十
二
番
地

三 埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
千
五
百
三
十
五
番

地
一 

埼
玉
県
熊
谷
市
中
奈

良
千
九
百
二
十
七
番

地 

住 
 

 

所 

埼
玉
県
熊
谷
市
中
奈

良
字
牛
沼
三
百
五
十

九
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
字
葉
草
西
千
五
百

九
十
九
番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
江

川
字
北
田
千
八
百
十

三
番
一
ほ
か
三
十
八

筆 埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
字
中
妻
北
千
二
百

五
十
九
番
一
ほ
か
一

筆 埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈

良
字
原
巽
二
十
二
番

ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
中
奈

良
字
牛
沼
三
百
七
十

三
番 

埼
玉
県
熊
谷
市
中
奈

良
字
葉
草
四
百
六
番

ほ
か
一
筆 

所 
在 

地 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地 

五
、
四
一
八 

一
四
、
二
三
〇 

四
三
、
三
六
四 

五
、
七
七
九 

二
二
、
三
三
七 

五
、
〇
五
四 

六
、
九
〇
九 

面
積
（
平
方 

メ
ー
ト
ル
） 



   
 

井
上 

栄 

石
田 

貞
代 

飯
塚 

輝
雄 

飯

 

隆 

飯
塚 

準
一 

飯

 

賢
一 

飯
塚 

朝
香 

新
井 

良
治 

新
井 

甚
助 

新
井 

重
信 

橋
本 

早
苗 

小
川 

保
夫 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
六
百
二
十

七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
八
百
三
十

六
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
九
百
四
十
六
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
七
百
二
番
地
二 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
七
百
四
十
四
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
九
百
五
十
一
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
七
百
四
十
四
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
九
十
五
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
五
百
七
十

七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
七
百
四
十

三
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

千
二
百
四
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
中
種

足
六
百
九
十
一
番
地

一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
小
沼
五

百
四
十
八
番
ほ
か
七

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
辻
六
百

四
十
二
番
一
ほ
か
十

四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
七

十
九
番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
九

十
六
番
一
ほ
か
二
十

二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
鶴
指
百
二
十

四
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
中
尾
崎
四
百

三
十
五
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
八

十
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
鶴
指
百
三
十

番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
小
沼
五

百
五
十
六
番
ほ
か
三

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
小
沼
五

百
四
十
一
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

字
一
番
五
番
一
ほ
か

三
十
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
下
種

足
字
中
島
二
百
番
ほ

か
三
十
四
筆 

二
、
七
二
六 

四
、
二
八
八 

六
、
一
七
一 

一
一
、
〇
二
一 

二
、
九
九
四 

五
四
一 

五
九
八 

二
、
九
九
四 

二
、
〇
七
四 

三
九
六 

二
五
、
三
二
八 

三
〇
、
〇
七
一 



  
 

岡
戸 

儀
芳 

岡
戸 

國
彦 

岡
戸 

克
眞 

大
和
田 

重
夫 

大
山 

榮
一 

大
塚 

求 

大
門 

代
治 

江
森 

布
治 

江
森 

勉 

今
成 

勉 

井
上 

英 

井
上 

茂 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
四
百

九
十
八
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
二
百

六
十
七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
二
百

四
十
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
九
百
六
十

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
千
百
七
十
四
番

地 埼
玉
県
加
須
市
久
下

六
丁
目
八
番
地
七 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
百
四
十
五

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
七
百
五
十
九
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
二
百

七
十
九
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
六
百
二
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
六
百
十
七

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
六
百
二
十

五
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
十
九
番
ほ
か
二

十
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
四
十
三
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
二
十
三
番
ほ
か

三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
七
十
三
番
一
ほ

か
三
十
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
九

十
五
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
九
十
二
番
一
ほ

か
十
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
十
三
番
ほ
か
十

四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
反
り
八
反
二

百
十
三
番
一
ほ
か
十

一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
八
十
九
番
一
ほ

か
六
十
九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

北
荻
島
字
高
橋
九
百

番
一
ほ
か
二
十
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

北
荻
島
字
高
橋
九
百

七
番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

北
荻
島
字
高
橋
九
百

三
番
一
ほ
か
六
筆 

一
〇
、
七
〇
〇 

六
五
〇 

二
、
五
二
一 

一
〇
、
一
五
一 

三
九
五 

七
、
六
四
六 

六
、
三
二
〇 

六
、
三
七
〇 

二
一
、
〇
八
四 

八
、
八
四
〇 

一
三
、
四
五
五 

五
、
二
二
四 



 
 

小
暮 

道
子 

小
暮 

征
三 

黒
田 

清
光 

黒
田 

一
雄 

木
田 

雅
二
郎 

木
田 

悟 

木
田 

勝
士 

亀
山 

松
雄 

金
子 

秀
也 

金
子 

治 

片
山 

晃 

小
澤 

律
夫 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
五
百

三
十
一
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
千
三
十
一

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
六
百
十
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
九
百
三
十
一
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
六
百
十
二

番
地
三 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
六
百
二
十

一
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
六
百
十
六

番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
百
八

十
七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
四
百
四
十
五
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
千
二
百
六

十
九
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
六
百
六
十

一
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
四
百
八
十
七
番

地
二 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
二
十
番
ほ
か
七

十
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
八
幡
前

千
六
十
三
番
一
ほ
か

十
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
鶴
指
百
八
十

四
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
七

十
四
番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
字
北
耕
地

二
千
四
百
九
十
四
番

一
ほ
か
二
十
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
小
沼
四

百
七
十
八
番
一
ほ
か

七
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

北
荻
島
字
高
橋
八
百

九
十
九
番
一
ほ
か
二

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
八
反
百

六
十
四
番
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
七

十
二
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
神
明
千

三
百
三
十
五
番
一
ほ

か
十
七
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
小
林
字
大
谷
千

五
百
八
十
二
番
二
ほ

か
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
九

十
一
番
ほ
か
八
筆 

一
五
、
九
七
二 

七
、
〇
八
九 

四
、
二
二
二 

五
、
五
八
八 

七
、
九
四
九 

三
、
七
一
五 

二
、
五
五
六 

一
、
〇
六
〇 

二
、
九
六
〇 

七
、
二
六
四 

二
、
四
一
六 

四
、
六
三
五 



 
 

須
永 

久
夫 

鈴
木 

茂 

鈴
木 

幸
子 

島
村 

侑
也 

塩
田 

洲
昭 

齋
藤 

安
雄 

齋
藤 

貞
男 

近
藤 

元
吉 

近
藤 

秀
雄 

小
林 

清
一 

小
島 
博 

小
島 

敏
夫 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
四
百
八
十
九
番

地
三 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
三
十
五
番
地
二 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

藤
井
上
組
千
四
十
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
千
四
十
九

番
地
二 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
百
九
十
四

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
六
百
二
十

八
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
六
百
二
十

九
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
六
百

四
十
八
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
六
百

二
十
九
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
七
百
三
十
二
番

地
い
号 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
百
六
十
八

番
地
四 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
八
百
八
十

四
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
中
尾
崎
四
百

九
十
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
鶴
指
百
五
十

番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
鶴
指
百
五
番

ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
八
幡
前

千
三
十
八
番
ほ
か
十

七
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
小
沼
四

百
六
十
七
番
ほ
か
八

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

北
荻
島
字
高
橋
九
百

四
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
小
沼
四

百
八
十
七
番
一
ほ
か

五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
八
十
三
番
ほ
か

十
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
新
田
千

百
七
十
八
番
二
ほ
か

二
十
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
中
尾
崎
四
百

四
十
三
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
八
反
二

百
八
十
九
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
八
反
百

二
十
五
番
ほ
か
二
筆 

四
二
九 

二
、
二
三
三 

五
、
〇
二
六 

七
、
六
四
三 

四
、
九
七
二 

六
、
六
七
九 

二
、
五
六
二 

一
一
、
八
七
〇 

一
四
、
六
三
八 

一
、
八
九
二 

六
一
二 

二
、
五
四
二 



 
 

長
澤 

賢
一 

長
澤 

栄
一 

鳥
海 

正
春 

鳥
海 

忠 

鳥
海 

進
司 

戸
山 

泰
一 

田
沼 

恒
春 

田
沼 

一
夫 

田
口 

勇 

田
島 

哲
雄 

田
島 

清
次 

須
山 

知
延 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
三
百

二
十
五
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
五
百
八
十
五
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
四
百
七
十
七
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
二
十
四
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
四
百
七
十
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
千
三
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
千
二
百
二
十
二

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
七
百
七
十
五
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
五
百
三
十
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
百
十
番
地 

東
京
都
板
橋
区
新
河

岸
二
丁
目
二
十
一
番

十
五
号 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
百
四
十
六

番
地
ロ 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
字
北
耕
地

二
千
五
百
十
九
番
一

ほ
か
十
九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
反
り
八
反
百

八
十
八
番
一
ほ
か
七

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
七

十
八
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
鶴
指
百
三
十

四
番
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
三
百
七

番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
七
十
四
番
一
ほ

か
四
十
七
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
反
り
八
反
二

百
二
十
九
番
ほ
か
六

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
反
り
八
反
二

百
一
番
一
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
中
尾
崎
四
百

五
十
四
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
三
十
一
番
ほ
か

二
十
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
八
反
百

三
十
六
番
一
ほ
か
二

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
十
五
番
ほ
か
十

八
筆 

四
、
三
八
五 

五
、
九
八
九 

二
、
八
〇
八 

七
、
三
九
九 

一
、
五
七
一 

一
六
、
一
四
八 

四
、
三
四
七 

四
、
八
九
九 

二
五
一 

七
、
四
〇
九 

一
、
〇
五
一 

九
、
一
一
九 



 
 

平
井 

清
一 

原
田 

庫
治 

濱
野 

一
郎 

長
谷
川 

良
勇 

萩
原 

𠀋
夫 

萩
原 

孝
夫 

萩

 

堅
治 

野
口 

才
市 

根
岸 

文
男 

根
岸 

勤 

中
村 

勤 

長
澤 

耕
次 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
五
百
四
十

三
番
地
二 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
千
九
百
八

十
七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

町
屋
六
百
五
十
六
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
五
百
九
十

番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
九
百
八
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
九
百
四
十
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
八
百
四
十
四
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
九
百
六
十

五
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
四
百

二
十
四
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
千
五
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
七
百
七
十
二
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
二
百
七
十
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
神
明
千

三
百
二
十
番
一
ほ
か

二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
二
番
ほ
か
三
十

九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
七
十
九
番
一
ほ

か
四
十
五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
小
沼
四

百
六
十
九
番
ほ
か
九

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
中
尾
崎
四
百

十
三
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
六

十
七
番
ほ
か
十
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
六

十
五
番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
五
番
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
八
十
七
番
ほ
か

七
十
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
八
十
八
番
ほ
か

七
十
五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
反
り
八
反
二

百
四
十
一
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
五

十
七
番
ほ
か
六
十
五

筆 

一
、
四
三
二 

二
一
、
一
六
五 

二
三
、
四
〇
九 

四
、
二
〇
六 

七
〇
二 

九
、
五
三
二 

四
、
四
五
〇 

一
、
六
八
二 

一
八
、
七
一
六 

二
五
、
八
四
一 

五
三
五 

五
二
、
五
六
一 



 
 

松
本 

成
弘 

松
村 

勝
市 

町
田 

𡉷
子 

町
田 

淳 

町
田 

好
一
郎 

増
田 

博
俊 

増
田 

利
夫 

増
田 

晃
三 

増
田 

健
治 

増
田 

恵
三 

間
篠 

良
行 

間
篠 

一
雅 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
千
九
十

七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
二
百
二
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
千
二
百
二

十
番
地 

埼
玉
県
越
谷
市
東
大

沢
四
丁
目
二
十
三
番

地
十
三
号
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
Ａ
―

二
百
二 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
四
百
九
十

六
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
三
十

九
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
百
五
十

九
番
地
五 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
三
百

十
四
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
二
百
三
十

七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

町
屋
百
三
十
番
地
六 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
千
三
百
二

十
一
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
千
八
十
三

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
七
十
七
番
一
ほ

か
五
十
九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
小
沼
五

百
四
十
七
番
一
ほ
か

六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
神
明
千

三
百
二
十
七
番
二
ほ

か
十
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
辻
六
百

五
十
五
番
一
ほ
か
十

八
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
神
明
千

三
百
二
十
一
番
一
ほ

か
十
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
十
四
番
ほ
か
八

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
五
番
ほ
か
三
十

四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
新
田
千

百
七
十
八
番
二
ほ
か

十
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
九
十
番
ほ
か
十

一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

六
百
二
十
番
ほ
か
百

三
十
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
七
十
三
番
一
ほ

か
四
百
五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
大
谷
千

五
百
七
十
三
番
一
ほ

か
二
百
七
十
四
筆 

一
八
、
四
一
八 

三
、
四
七
一 

六
、
〇
一
五 

一
〇
、
三
九
一 

七
、
八
七
一 

五
、
四
一
〇 

三
〇
、
一
九
八 

三
、
五
〇
七 

五
、
一
九
二 

三
三
、
一
五
一 

一
六
六
、
七
六
五 

九
五
、
七
三
六 



 
 

金
子 

正
夫 

立
原 

司
朗 

有
限
会
社
神
扇
農

業
機
械
化
セ
ン
タ

ー 若
山 

実 

吉
田 

富
男 

吉
岡 

憲
一 

山
田 

和
男 

山
下 

博
之 

山
下 

直
助 

山
﨑 

信
一 

山
﨑 

克
巳 

森
屋 

茂
子 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
南
吉
見
千
四

百
五
十
番
地 

埼
玉
県
吉
川
市
皿
沼

一
丁
目
百
五
番
地 

埼
玉
県
幸
手
市
大
字

神
扇
千
五
百
七
十
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
二
千
四
百

五
十
九
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
六
百
八
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
八
百
五
十

六
番
地 

福
島
県
双
葉
郡
双
葉

町
大
字
山
田
字
北
田

百
四
十
八
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
六
百
九
十
六
番

地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
七
百
六
十
一
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
八
百
七
十
三
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
八
百
七
十
二
番

地 東
京
都
江
戸
川
区
西

瑞
江
四
丁
目
十
六
番

地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
三
百

二
番 

埼
玉
県
吉
川
市
大
字

鹿
見
塚
字
前
二
百
二

番
二
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
幸
手
市
平
須

賀
一
丁
目
百
十
四
番

ほ
か
十
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
辻
七
百

五
十
一
番
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
八

十
二
番
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
辻
七
百

八
十
九
番
一
ほ
か
十

三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
辻
七
百

九
十
八
番
ほ
か
十
八

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
七

十
一
番
一
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
五

十
九
番
一
ほ
か
三
十

三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
六

十
一
番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
杉
下
二
百
六

十
四
番
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

中
手
子
林
字
小
沼
五

百
三
番 

五
、
四
一
六 

二
、
六
九
九 

二
六
、
四
四
四 

三
、
〇
三
〇 

五
、
一
四
四 

三
、
九
九
七 

九
、
一
七
五 

四
、
七
六
六 

二
四
、
五
四
九 

五
、
〇
〇
五 

五
、
九
三
八 

八
六
七 



 
 

株
式
会
社
ヤ
オ
コ

ー 大
澤 

守
男 

梅
澤 

功 

森
田 

義
政 

森
田 

克
未 

新
島 

勝
利 

長
島 

博 

特
定
非
営
利
活
動

法
人
大
地
の
郷 

杉
田 

金
三
郎 

杉
﨑 

行
央 

小
島 

太
郎 

小
池 

貴
史 

埼
玉
県
川
越
市
脇
田

本
町
一
番
地
五 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
赤
浜
千
六
百

七
十
八
番
地
一 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
今
市
七
百
十

番
地 

埼
玉
県
東
松
山
市
大

字
大
谷
二
千
九
百
五

十
三
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
久
米
田
九
百

三
十
二
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
南
吉
見
千
四

百
七
十
四
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
久
保
田
七
百

三
十
二
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
久
保
田
四
百

四
十
五
番
地
三 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
南
吉
見
千
六

百
七
十
五
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
北
吉
見
五
百

二
十
七
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
久
米
田
六
百

九
十
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
南
吉
見
千
五

百
二
十
八
番
地 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
赤
浜
字
後
塚

田
千
九
百
四
十
八
番 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
赤
浜
字
後
塚

田
二
千
七
番
一
ほ
か

一
筆 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
赤
浜
字
後
塚

田
二
千
十
七
番
一 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
八
十

番
ほ
か
二
十
二
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
久
米
田
字
一

ノ
耕
地
百
七
番
ほ
か

一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
百
九

十
八
番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
三
百

四
十
七
番 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
久
米
田
字
二

ノ
耕
地
二
百
八
十
二

番 埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
二
百

三
十
八
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
九
十

九
番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

地
町
大
字
久
米
田
字

一
ノ
耕
地
八
十
五
番 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
二
百

十
番
ほ
か
十
五
筆 

三
、
一
三
九 

一
、
六
五
八 

一
、
六
〇
三 

六
七
、
五
四
二 

四
、
三
六
〇 

三
七
、
一
二
四 

二
、
二
六
〇 

二
、
二
五
一 

一
二
、
〇
一
二 

二
三
、
五
九
一 

四
、
六
二
五 

三
七
、
八
八
六 



二 

申
請
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日 

三 
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
農
林
部
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日
ま
で 

五 

意
見
書
の
提
出
先 

 
 

埼
玉
県
農
林
部
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
八
号 

 
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所 

 
 

埼
玉
県
秩
父
市
浦
山
字
平
溝
四
〇
〇
五
、
四
〇
〇
六
の
一
、
四
〇
〇
八
の
一 

二 

指
定
の
目
的 

 
 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三 

指
定
施
業
要
件 

イ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠ 

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

 
 

字
平
溝
四
〇
〇
五
、
四
〇
〇
六
の
一
、
四
〇
〇
八
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
） 

㈡ 

そ
の
他
に
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。 

㈢ 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に

係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈣ 

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

ロ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
埼
玉
県 

 
 

 
 

 

庁
及
び
秩
父
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

     



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
九
号 

 
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所 

 

埼
玉
県
秩
父
市
山
田
字
崩
鼻
二
〇
九
八
、
二
〇
九
九
、
二
一
〇
三
、
二
一
〇
六 

二 

指
定
の
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三 

指
定
施
業
要
件 

イ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠ 

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

㈡ 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に

係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈢ 

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

ロ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
埼
玉
県
庁
及
び
秩
父
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
号 

 
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
矢
納
字
城
ノ
房
七
五
〇
の
一
、
七
五
〇
の
二
、
七
五
一
の
一 

二 

指
定
の
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三 

指
定
施
業
要
件 

イ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠ 

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

 
 

字
城
ノ
房
七
五
〇
の
一
、
七
五
〇
の
二
、
七
五
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
） 

㈡ 

そ
の
他
に
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。 

㈢ 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に

係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈣ 

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

ロ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
埼
玉
県 

 
 

 
 

 

庁
及
び
神
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

    



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
一
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
県
営
土
地
改
良
事
業
埼
玉
北
部
地
区
（
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
）
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該

変
更
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
日
ま
で 

二 

縦
覧
場
所 

 
 

本
庄
市
役
所 

 
 

深
谷
市
役
所 

 
 

美
里
町
役
場 

 
 

神
川
町
役
場 

 
 

上
里
町
役
場 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
二
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
神
川
町
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

神
川
町 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

神
川
町
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
四
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
三
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日
本
賃
貸
住
宅
本
部
か
ら
次
の
と
お

り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日
本
賃
貸
住
宅
本
部 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
四
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

さ
い
た
ま
市
桜
区
田
島
六
丁
目
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
四
号 

 
平
成
二
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
十
四
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
二
十
七
年
十

月
三
十
一
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
（
仮
称
）
三
郷
イ
ン
タ
ー
南
部
南
土
地
区
画
整

理
組
合
設
立
準
備
会
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）

第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
五
号 

 
平
成
二
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月

二
十
五
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
通
知
を
受
け
た
の

で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
六
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
二
十
八
年
三

月
二
十
五
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
吉
川
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
七
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
四
―
五
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
加
須
市
新
井
新
田
八
幡
脇
百
七
番
五 

外
二
十
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

七
百
五
十
六
・
五
四
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
八
号 

 
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発

行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
七
〇
〇
〇
八
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
五
日 

 
 

川
建
セ
第
二
八
〇
〇
〇
四
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
大
字
上
野
字
北
原
六
百
六
十
二
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
越
生
東
二
丁
目
三
番
地
六
メ
ゾ
ン
・
ア
レ
グ
リ
ア
Ｂ
二
〇
一 

 
 

田
島 

重
人 

田
島 

真
奈
美 

 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

恩 

田 

雅 

明



 

第

秩

‐

一

号 指

定

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
五
号 

指

定

に

係

る 

道

路

の

種

類 

平
成
二
十
八
年
五

月
二
日 

指

定

の

年

月

日 

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
下
小
鹿
野
字
寿
鹿
谷
二
千
三

百
十
九
番
四
、
二
千
三
百
十
九
番
五 

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
一
・
七
九
メ
ー
ト

ル 指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
五
○
メ
ー
ト
ル 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



正

誤 

  
埼
玉
県
規
則
第
二
十
三
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
第
二
七
八
五
号
）
中
訂
正 

 

ペ
ー
ジ 

 
行 

五 
 

 
 

前
か
ら
七 

 

誤 都
市
農
業
基
本
法 

 

正 都
市
農
業
振
興
基
本
法 



正

誤 

  
埼
玉
県
病
院
事
業
告
示
第
十
号
（
平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日
第
二
千
七
百
九
十
一
号
）
中
訂

正 

 

ペ
ー
ジ 

 
 

行 

二 
 

 
 

 

前
か
ら
十
八 

 

誤 平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日 

 

正 平
成
二
十
八
年
二
月
二
日 



正

誤 

  
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
第
二
千
七
百
八
十

五
号
）
中
訂
正 

 

ペ
ー
ジ 

 

行 

一 
 

 
 

前
か
ら
二
十
四
及
び
二
十
五 

 

誤 

 

別
表
第
三
第
十
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
７
を
８
と
し
、
６
を
７
と
し
、
５
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。 

 

正 

 

別
表
第
三
第
十
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
８
を
９
と
し
、
７
を
８
と
し
、
６
を
７
と
し
、
５

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 
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